
３　事　業　報　告　書

（１）農作物共済関係

（引　　受）

年産 組合等数 組合員等数 引受面積 共 済 金 額 保 険 金 額 徴収保険料
交付金 又は
納入再保険料

手持保険料

人 ａ 円 円 円 円 円

8 26,828 1,484,318.2 9,373,291,321 9,205,275,453

陸稲

4 43 15,013.7 6,560,382 6,099,683

8 26,871 1,499,331.9 9,379,851,703 9,211,375,136 8,205,910 11,032,961 19,238,871

令和2年産
4 28 11,343.3 4,264,041 3,948,453

令和元年度（平成31年4月１日から令和2年3月31日まで）

麦

共済
目的

31年産

計

水稲

麦

〔引受概況〕

水 稲 ： 引受戸数は前年より2,717戸減少（前年比 93.7％）、引受面積は976ha（前年比 95.4％）減少した。
公表では、27年産水稲の収穫量は 98,900ｔ（前年比 93.7％)で、作付面積は 21,600ha（前年比94.3％）となった。
栽培農家の高齢化等により栽培戸数は減少傾向にある。

陸 稲 ： 引受戸数は前年より1戸減少（前年比 75.0％）、引受面積は50a減少（前年比 46.8％）となった。 栽培農家の高齢化等によ
り栽培戸数は減少傾向にある。

麦(28年産) ： 引受戸数は前年と同じ（前年比 100.0％）、引受面積は1.3ha減少（前年比 99.3％）となった。

〔引受概況〕

水 稲 ： 引受戸数は前年より2,413戸減少（前年比 94.0％）、引受面積は663ha（前年比 96.7％）減少した。
公表では、28年産水稲の収穫量は 101,400ｔ（前年比 102.5％)で、作付面積は 21,000ha（前年比97.2％）となった。
栽培農家の高齢化等により栽培戸数は減少傾向にある。

陸 稲 ： 引受戸数は前年と同じ（前年比100.0％）、引受面積は8.2ａ増加（前年比 118.6％）となった。

麦(29年産) ： 引受戸数は前年と同じ（前年比 100.0％）、引受面積は4.5ha減少（前年比 97.4％）となった。

〔引受概況〕

水 稲 ： 引受戸数は前年より1,995戸減少（前年比 94.3％）、引受面積は56,625.3ha（前年比 97.0％）減少した。
公表では、30年産水稲の収穫量は 92,400ｔ（前年比 93.2％)で、作付面積は 19,200ha（前年比94.1％）となった。
栽培農家の高齢化等により栽培戸数は減少傾向にある。

麦(R元年産) ： 引受戸数は前年より9戸減少（前年比 82.7％）、引受面積は18.7ha減少（前年比 88.9％）となった。

〔引受概況〕

水 稲 ： 引受戸数は前年より2,717戸減少（前年比 93.7％）、引受面積は976ha（前年比 95.4％）減少した。
公表では、27年産水稲の収穫量は 98,900ｔ（前年比 93.7％)で、作付面積は 21,600ha（前年比94.3％）となった。
栽培農家の高齢化等により栽培戸数は減少傾向にある。

陸 稲 ： 引受戸数は前年より1戸減少（前年比 75.0％）、引受面積は50a減少（前年比 46.8％）となった。 栽培農家の高齢化等によ
り栽培戸数は減少傾向にある。

麦(28年産) ： 引受戸数は前年と同じ（前年比 100.0％）、引受面積は1.3ha減少（前年比 99.3％）となった。

〔引受概況〕

水 稲 ： 引受戸数は前年より2,413戸減少（前年比 94.0％）、引受面積は663ha（前年比 96.7％）減少した。
公表では、28年産水稲の収穫量は 101,400ｔ（前年比 102.5％)で、作付面積は 21,000ha（前年比97.2％）となった。
栽培農家の高齢化等により栽培戸数は減少傾向にある。

陸 稲 ： 引受戸数は前年と同じ（前年比100.0％）、引受面積は8.2ａ増加（前年比 118.6％）となった。

麦(29年産) ： 引受戸数は前年と同じ（前年比 100.0％）、引受面積は4.5ha減少（前年比 97.4％）となった。

〔引受概況〕

水 稲 ： 引受戸数は前年より6,254戸減少（前年比 81.1％）、引受面積は3,240.9ha（前年比 82.1％）減少した。
公表では、31年産（令和元年産）水稲の収穫量は 88,500ｔ（前年比 95.8％)で、作付面積は 19,500ha（前年比101.6％）となった。
高齢化による離農や収入保険への移行、任意制に伴う未加入等により引受戸数が減少した。

麦(令和2年産) ： 引受戸数は前年より15戸減少（前年比 65.1％）、引受面積は36.7ha減少（前年比 75.6％）となった。



（被　　害）

区 分
項 目 　被　　害

組合等数
被　　　害
組合員等数

共 済 金 保 険 金 共済金／共済金額

人 円 円 ％

7 2,346 174,170,034 58,718,212 1.9

陸　　稲

4 8 80,254 24,074 1.2

7 2,354 174,250,288 58,742,286 1.9

（支　　払）

保　　険　　金　　支　　払　　財　　源

支　払　月　日 支払保険金 再保険金 手持保険料充当額 法定積立金充当額 特別積立金充当額 そ の 他

　年　　月　　日から
　　年　　月　　日まで

円 円 円 円 円 円

58,718,212 19,140,316 51,796 39,526,100

24,074 24,074

58,742,286 19,164,390 51,796 39,526,100

共済目的

水　　稲

麦

水　　　稲

計

〔被害概況〕
早期水稲：一部で水害や風雨による倒伏がみられたほか、獣害（イノシシ）が発生した。登熟は、出穂期以降低温・日照不足で経過したことから、作柄は「やや不良」となった。（作況指数98）
普通期水稲：6月下旬から7月中旬の低温、日照不足による穂数及び全もみ数が少なくなったことに加え、トビイロウンカによる被害等の影響から、作柄は「不良」となった。（作況指数93）
 　麦　　：11月上旬～3月上旬の降雨により土壌湿潤害が発生し発芽不能や生育不良となった。一部で獣害（シカ）、鳥害も発生した。

〔損害防止〕
      県農業開発総合センター（病害虫防除室）からの各種病害虫発生予察・注意報等の情報伝達

計

R1.8.29・R1.11.28

R1.12.20

麦

陸　　　稲


